
    各 

令和元年８月 

日置市立伊集院中学校 

各教科担当（３学年担当）が分析・評価した資料です。 

これからの３年生への授業に生かすとともに、１、２年生への指導（授業の在

り方）にも生かしていくことが重要であると考えております。 

次年度に向け、２学期から取り組んでいきます。 



平成３１年度全国学力・学習状況調査 日置市立伊集院中学校 考察国語科

１ 領域別・問題形式別

（1）領域別から

「書くこと」の領域の正答率が，全国平均・県平均を０．１ポイント下回った。

その他の領域は，それぞれ約２ポイント程上回っている。

（２）問題形式別から

記述式の問題の正答率が７９．２ポイントと最も高く，全国平均と比較しても

２．７ポイント上回っている。

２ 問題別

（１）全国平均と比較して正答率が低いもの

大問３ 小問一 （領域：書くこと）

〈問〉 に加える語として最も適切なものを選びなさい。

しかし， 皆が買い物の多くをインターネットで済ませるようになったら，

地域の店はいったいどうなってしまうのだろうか。

解答類型（選択式） 本校 県 全国正誤

× 0.0 2.2 1.8１ たとえ我が家がインターネットを利用しても，

× 5.5 3.9 3.4２ たとえ我が家が地域の店を利用しなくても，

◎ 82.9 86.6 87.4３ いくらインターネットが便利でも，

× 10.3 6.7 6.9４ いくら地域の店が便利でも，

× 1.4 0.5 0.4無回答

この問いは 「論の展開にふさわしい語句や文の使い方を検討する」力を評価するこ，

とを趣旨として出題されている。本校の生徒の解答から，誤答４を選択している生徒お

よび無回答の生徒の多さがみられる。

複文における論の展開を把握できていないことや 「いくら……でも」という表現の，

使い方が理解できていないことが推察される。
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分類 区分
対象
問題数

平均正答率(％)
伊集院中学校 鹿児島県（公立） 全国（公立）

　全体 75 70 72.8

学習指導要領
の領域等

73.3 66.2 70.2

82.5 82.6 82.6
74.9 68.8 72.2
69.5 66.2 67.7

問題形式

75.2 70.3 73.6
59.6 54.7 56.8

79.2 75.4 76.5



（２）正答率が低いもの

大問１ 小問四 （領域：伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項）

〈 〉 （ ） 。問 投稿先の名前と住所を 封筒に 条件に従って楷書でていねいに書きなさい

投稿先 〒100-6564 東京都千代田区中央３ 全国中学生新聞「声の広場」係

条件１ 封筒の書き方に注意して縦書きで書くこと。

２ 投稿先は団体なので 「様」ではなく「御中」と書くこと。，

解答類型（短答式） 本校 県 全国正誤

◎ 13.0 15.8 15.4１ 内容 位置ともに正しく 名前を大きく書けている， ， 。

○ 43.2 37.4 38.7２ 内容 位置は正しいが 名前を大きく書けていない， ， 。

○ 3.4 1.5 2.7３ 内容 大きさは正しいが 位置が大きく偏っている， ， 。

× 16.4 19.0 16.8４ 位置 大きさは正しいが 内容や文字が適切でない， ， 。

× 21.9 20.5 20.7上記以外の回答

× 2.1 5.8 5.6無回答

※○も正答としてみなされる。

この問いは 「封筒の書き方を理解して書く」力を評価することを趣旨として出題さ，

れている。解答類型の１～３は全て正答としてみなされるため，本校の正答率は全国平

均を上回っているが，完全正答の１の割合は１３．０％と低い。名前を住所より大きく

書くことや適切な位置に書くことに課題がある生徒が多いことが分かる。また，誤答の

４の生徒も１６．４％いることから 「楷書でていねいに」書くことに課題のある生徒，

がいることも推察される。

３ 今後の指導について

（１ 「書くこと」に関して）

「書くこと」の領域が唯一全国平均を下回っているが，正答率は８２．５％と領域別の

中では最も高い。記述式による正答率も７９．２％と高いことから，書く活動に対する

苦手意識は低いと考えられる。しかし「論の展開にふさわしい語句や文の使い方」に課

題があることから，書いた（書かれた）文章を読み返し，目的や意図に応じて表現の仕

方を検討して，より分かりやすい文章になるよう工夫したりする学習活動が必要だと考

えられる。

（２ 「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」に関して）

「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の領域が唯一，正答率において７０％

を下回っている。本調査の結果からは 「字形や配列を正しく整えて，楷書や行書を使，

い分けて目的に合わせて効果的に書く力」に課題があるとみられる。正しく読みやすい

文字を書く指導を日常的に行うことと，生活の中で活用できるよう封筒や葉書，ポスタ

ーやパンフレット等，目的に合わせて書く学習活動を行うことが有効だと考えられる。



全国学力調査から数学科

( ) 問題の結果と分析1

① 「数と式」は，やや低い 【－ 】。 0.8

ア 簡単な二元一次連立方程式を解くことができる 【－ 】 問題２。 5.7

64.4% 8.9%正答率 ・無解答

イ 与えられた説明を振り返って考え，式変形の目的を捉えることができる。

54.1% 11.0%問題９ 正答率 ・無解答

(分析)

アは，代入法で解くか加減法で解くかを判断しなければならない問題であった。

連立方程式の解き方が十分に定着していなかったことが考えられる。

イは，文章の読み取りを苦手にしている生徒も少なくない。与えられた説明を十

分に振り返ることができなかったと予想される。また，文字を使って表された式が

何を表しているのか捉えることができなかったと考えられる。

②「図形」は全国を上回ったが，次の問題の正答率が全国を下回っていた。

ア 証明の根拠として用いられる三角形の合同条件を理解している。(－ )7.3

68.5.% 6.8%問題７ 正答率 ・無解答

(分析)

与えられた場面を文章から読み取り，根拠として用いられる三角形の合同条件を

見いだすことができなかったと考えられる。

③「関数」と「資料の活用」は全国を上回った。



（参考資料）





全国学テ分析 英語（話すこと）

全領域に渡って，正答率が全国平均を上回った。無回答率も全国平均よりも下回った。

１( ) 月日に関する基本的な表現を理解して，応答する問題では，正答率が (全1 34.5%
国 )であった。月日を答える問題では，毎時間月・曜日・天気は口頭で聞く27.3%
ようにしているので，もう少し高いことを予想していたが，思ったよりも低かっ

た。しかし，無回答率が (全国 )であったことは，何かしら英語使って2.8% 8.6%
話そうとしたことがうかがえる。

１( ) 基本的な文法(現在進行形)を理解して，応答することができる問題では，正答2
率が， (全国 )であった。約半数の生徒が正解できたようだ。無回答率47.6% 44.7%
が (全国 )であったことは，頑張って英語使って話そうとしたことが，2.1% 6.6%
うかがえる。

１( ) 適切に強勢を置き，交通手段に関する基本的な表現を理解して，応答すること3
ができる問題については，正答率 (全国 )であった。かなり全国平均40.7% 25.7%
を上回ることができた。約４割の生徒は適切な強勢ができていると判断されてい

る。無回答率も (全国 )であったことは，何かしら英語を使って話そう3.4% 7.0%
としたことがうかがえる。



２ 聞いて把握した内容について，やりとりすることができる問題については，正

答率が， (全国 )であり，無回答率が (全国 )であった。こ15.2% 10.5% 16.6% 20.7%
， ， 。の問題は話の流れから 相手に質問をするので 質問内容を考える必要があった

その質問が考えられずにいたようなので，無回答率が高かったと考えられる。正

答率も低かったのは，状況に応じた疑問文が作れなかったと考えられる。



３ 与えられたテーマについて考えを整理し，まとまりのある内容を話す問題におい

ては，正答率が， (全国 )であった。授業の中で，私は～になりたいと55.9% 45.8%
いう文型を何度もゲーム感覚で言わせたり，夢についてのスピーチ原稿をＡＬＴに

チェックしていただいたり，定期テストに数回出題し，解説時に何回も発音させた

りすることで，定着ができていたと考えられる。無回答率も (全国 )であ0.7% 4.6%
り，ほとんどの生徒が何か英語で話そうとしたことが分かった。

今後の指導について

比較的よくできていたと思う。特に夢についてのピーチは何度も繰り返ししたこと

で，定着が図られたと考える。しかし，２の状況に応じた疑問文の作成においては，

かなり悪かったので，今後は，①状況設定した中で，疑問文を考えさせるコミュニケ

ーション活動を取り入れる。②疑問文の作り方の再指導。③問題を理解するための基

礎力を学ばせたい。



全国学テ分析 英語

（１） 全国平均よりも正解率が低かった問題

１( )( ) 日常的な話題について，情報を正確に聞き取ることができる問題3 4

( ) 外国人の先生と女子生徒の会話を聞いて，その内容を最も適切に表している絵を3
選択する問題

文化祭と体育祭の

聞き間違いは少なか

ったが，数字の１３

と３０の発音の聞き

間違いが多かった。

正答率 ( 全国69.0%
72.3% 0%) 無回答

( ) 家での会話を聞いて，その内容を最も適切に表している絵を選択する問題4

食事と入浴をする

ことは約 の生徒85%
は聞き取れたが，

と が聞きbefore after
取れなかったと考え

58.6%られる。正答率

(全国 ) 無回答61.8%
0%

（考察）

数字の聞き取り を聞き間違えてしまうとコミュニケーションが成立しbefore / after
ないため，再指導をする必要がある。普段から意識させたい。しかし，今までもくり

返し数字の と など と の指導は重ねてきている。もう一度指導を徹底し13 30 -teen -ty
て，定着を図りたい。



１０ 与えられたテーマについて考えを整理し，文と文のつながりなどに注意して，まと

まりのある文章を書くことができる問題

学校を表す２つのピクトグラム(案内用図記号)の案を比較して，どちらがよいか理

由とともに意見を書く

正答の条件

① どちらの案が

よいか，１つ

選んで意見を

書いている。

② 選んだ理由等

について，２つ

の案に触れなが

ら書いている。

③ ２５語以上の

英語で書いてい

る。

非常に難しい問題であった。正答の条件をすべて満たし，かつ正確な英語で解答し

ている生徒はいなかった しかし ３つの条件をすべて満たし おおむね正確な英語(コ。 ， ，

ミュニケーションに支障をきたすような語や文法事項等の誤りがない)で解答している

生徒が (全国 )，３つの条件をすべて満たし，２つの案の触れ方について具0.7% 0.5%
体性に欠けるもの(コミュニケーションに支障をきたすような語や文法事項等の誤りが

ない)で解答している生徒が (全国 )，３つの条件を満たしているが，コミュ0.7% 1.2%
ニケーションに支障をきたすような語や文法事項等の誤りがあり誤答になった生徒が

， ，32.47% 32.1% 33.8% 29.5%(全国 ) 条件③の２５語以上で書けなかった生徒が (全国 )

無回答が (全国 )であった。4.8% 8.3%

（考察）

問題の意味が分かり，英文を書く意欲があるので，無回答率は低かったが，２５語

以上で書けなかった生徒が多いようであった。なんとか知っている単語を使って書こ

うとした生徒もたくさんいたが，コミュニケーションに支障をきたすような語や文法

事項等の誤りがあり誤答になった生徒もたくさんいた。今後は，①正確な英文を書け

るようになる練習（並び替え問題などで英語の順番に慣れさせる）②語彙力 （単語up
テストなどで） ③解答の条件を守るように問題をよく読む指導を心がけたい。



（２） 全国平均よりも低かった無回答率の問題はなかったが，無回答率が高かった問題

４ 来日する留学生の音声メッセージを聞いて，部活動についてのアドバイスを書く

問題。無回答率 (全国 )35.9% 42.3%

８ 食糧問題について書かれた資料を読んで，その問題に対する自分の考えを書く問

題。無回答率 (全国 )20.0% 27.9%



（考察）

英文を書く問題においては，書こうとする意欲はあるが，問題の意味が分からない

ため英作文ができず，そのために無回答率が多かったのではないかと考えられる。今

後，聞き取る力と読み取る力をつけさせ，さらに言いたいことが，英語で表現できる

ようにさせたい。


